
博士前期課程・国文学専攻 2026 年度 9 月・英語 

 

問 1 

私は近代の日本小説が実現した文学のありようを、それが生れた日常の空間と時間から切

り離しながら、だれのものでもなく、いつのものでもないという想像力の本地に置いて、こ

れをあきらかにしようと努めたのである。（同意可） 

 

問 2 

つねに必ずしもこれほど明快な発言に出会うわけではないが、このようなアプローチ自体

は、日本の文学研究や、より小さい程度であれ、西洋の日本文学研究でも、実に広く行われ

ている。（同意可） 

 

問 3 

西洋の学問において文学は、それをさまざまな文脈から切り離してしまうことで理解する

ことのできない、複合的な記号体系として見なされるようになってきた。（同意可） 

 

問 4 

さらに重要なことに、私はこの物語が他の発展の諸系列と交差する点（これまで本格的な注

意を払われてこなかった点）を考察し、そこから生じたジャンルに新たな光を当てたいと思

う。（同意可） 

 

問 5 

したがって、日本の自然主義の政治的・知的な歴史は、個々の作品が書かれ、私小説という

ジャンルが成立した際の背景を提供しただけでなく、その発展を支える要因でもあった。

（同意可） 

 

問 6 

著者は「蒲団」という作品とその誕生の歴史的な瞬間を詳細に調べ、私小説というジャンル

が確立した際の「蒲団」の役割を検討しようとしている。そして当時の政治的・知的な歴史

をふまえることで、「蒲団」や私小説をめぐる従来の研究の更新を図ろうとしている。（同意

可） 



博
士
前
期
課
程
・
国
文
学
専
攻 

二
〇
二
六
年
度
九
月
・
日
本
語 

 

問
一 

 

Ⅰ 

西
洋
文
化
の
本
質
を
見
る
こ
と
な
く
表
面
的
に
真
似
を
す
る
と
い
う
、
適
切
な
判
断
を
伴
わ
な
い
、
や
み
く
も
な
試
み

の
こ
と
。 

 

Ⅱ 

日
本
の
精
神
的
文
化
は
、
ど
れ
だ
け
時
代
が
激
し
く
変
化
し
た
と
し
て
も
、
簡
単
に
消
滅
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
も
ろ
く

て
弱
い
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。 

 

Ⅲ 

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
は
、
西
洋
文
化
の
価
値
基
準
に
照
ら
さ
れ
て
、
価
値
の
低
い
も
の
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

Ⅳ 

実
用
性
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
価
値
基
準
が
社
会
に
広
ま
り
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
や
文
学
の
普
遍
性
や
現
代

的
な
意
義
に
つ
い
て
、
考
え
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
。 

 

Ⅴ 
 

ア 

恐
れ
て
服
従
す
る
こ
と
。 

 

イ 

あ
っ
て
も
役
に
立
た
ず
、
か
え
っ
て
邪
魔
に
な
る
も
の
。 

  

問
二 

 

※
論
述
問
題
に
つ
き
解
答
省
略
。 



国
文
学
専
攻 

二
〇
二
六
年
度
九
月
（
博
士
前
期
・
専
門
科
目
） 

 

【
国
文
学
】 

一 
 

Ⅰ
群 

ａ
（
挽
歌
） 

「
雑
歌
」「
相
聞
」
と
並
ぶ
、『
万
葉
集
』
の
三
大
部
立
の
一
つ
。
そ
の
名
称
は
本
来
、
柩
を
ひ
く
時
に
う
た

う
歌
の
意
だ
が
、『
万
葉
集
』
で
は
、
辞
世
の
歌
や
伝
説
上
の
人
物
の
墓
所
で
う
た
っ
た
歌
な
ど
、
広
く
人

の
死
を
悼
む
歌
を
含
む
。 

 

ｂ
（『
栄
花
物
語
』） 

平
安
時
代
の
歴
史
物
語
。
宇
多
天
皇
か
ら
堀
河
天
皇
の
時
代
に
至
る
約
二
百
年
の
歴
史
を
仮
名
文
を
用
い

て
編
年
体
で
物
語
風
に
記
し
、
歴
史
物
語
の
先
駆
と
な
っ
た
。
藤
原
道
長
の
栄
華
へ
の
賛
美
を
中
心
に
据
え

る
。
赤
染
衛
門
を
正
編
の
編
者
と
す
る
説
が
有
力
。『
源
氏
物
語
』
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
。 

 

ｃ
（
源
俊
頼
） 

平
安
時
代
後
期
の
歌
人
。『
堀
河
百
首
』
に
主
導
的
推
進
者
と
し
て
参
加
し
、
諸
歌
合
に
お
い
て
作
者
・
判

者
と
し
て
活
躍
す
る
。
題
材
や
表
現
に
お
い
て
既
存
の
和
歌
に
新
風
を
も
た
ら
し
た
。
白
河
院
の
下
命
に
よ

り
『
金
葉
和
歌
集
』
を
撰
進
す
る
。
歌
論
に
『
俊
頼
髄
脳
』、
家
集
に
『
散
木
奇
歌
集
』
が
あ
る
。 

 

ｄ
（『
発
心
集
』） 

鎌
倉
時
代
初
期
の
仏
教
説
話
集
。
鴨
長
明
編
著
。
出
家
・
遁
世
・
往
生
等
に
ま
つ
わ
る
説
話
を
集
め
、
各
話

に
長
明
自
身
の
感
想
・
評
論
を
添
え
る
。
人
の
内
面
を
凝
視
し
、
自
照
性
が
強
い
の
を
特
徴
と
す
る
。
後
続

の
『
閑
居
友
』『
撰
集
抄
』
な
ど
の
仏
教
説
話
集
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

ｅ
（
与
謝
蕪
村
） 

江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
、
画
家
。
画
家
と
し
て
南
画
を
大
成
す
る
一
方
で
、
文
人
趣
味
を
背
景
に
、
浪
漫
的

俳
風
の
作
を
よ
く
し
た
。
芭
蕉
亡
き
あ
と
、
低
迷
し
て
い
た
俳
諧
を
復
興
さ
せ
、
中
興
期
俳
壇
の
中
心
的
存

在
と
し
て
活
躍
し
た
。
作
品
に
『
新
花
摘
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

Ⅱ
群 

a

（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
） 

 

大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
、
社
会
主
義
的
な
い
し
共
産
主
義
的
な
革
命
文
学
の
総

体
。『
種
蒔
く
人
』
を
起
点
と
し
、『
文
芸
戦
線
』
や
『
戦
旗
』
へ
と
続
く
。
昭
和
七
年
、
国
家
に
よ
る
激
し

い
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
、
運
動
は
壊
滅
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
主
な
作
家
・
作
品
に
小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』



や
徳
永
直
『
太
陽
の
な
い
街
』
な
ど
。 

 

ｂ
（
自
由
劇
場
） 

 

明
治
四
二
年
、
市
川
左
団
次
と
小
山
内
薫
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
劇
団
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
近
代
劇
を
日

本
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
指
す
試
み
で
、
坪
内
逍
遙
ら
の
文
芸
協
会
と
競
い
合
っ
た
。
第
一
回
試
演
は
、

イ
プ
セ
ン
作
、
森
鷗
外
訳
の
『
ジ
ョ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
で
、
当
時
の
若
者
た
ち
に
絶
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

 

ｃ
（『
田
園
の
憂
鬱
』） 

 

佐
藤
春
夫
に
よ
る
小
説
で
彼
の
出
世
作
。
い
く
つ
か
の
未
定
稿
を
経
て
、「
定
本
」
が
大
正
八
年
に
刊
行

さ
れ
た
。
憂
鬱
と
倦
怠
の
意
識
を
、
感
覚
と
神
経
の
変
遷
図
と
し
て
分
析
し
つ
つ
、
自
然
を
き
め
こ
ま
か
く

感
覚
化
し
、
肉
体
化
し
、
心
理
化
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
表
れ
た
芸
術
観
が
、
後
年
の
「「
風

流
」
論
」
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。 

  

二 Ⅰ 問
一 

 

む
か
し
お
と
こ
あ
り
け
り
深
草
に
す
み
け
る 

女
を
や
う
〳
〵
あ
き
が
た
に
や
思
け
ん
か
ゝ
る
う
た 

を
よ
み
け
り 

    

年
を
へ
て
す
み
こ
し
さ
と
を
い
で
ゝ
い
な
ば 

    

い
と
ゞ
深
草
野
と
や
な
り
な
ん 

女
返
し 

    

野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
な
き
を
ら
ん 

    

か
り
に
だ
に
や
は
君
は
こ
ざ
ら
む 

と
よ
め
り
け
る
に
め
で
ゝ
ゆ
か
む
と
思
ふ
心 

な
く
な
り
に
け
り 

 

問
二 

⑴ 
 

「
狩
」
と
「
仮
」 

 

⑵ 
 

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
こ
こ
が
草
深
い
野
と
な
る
な
ら
ば
、
私
は
鶉
と
な
っ
て
鳴
い
て
い
ま
し
ょ
う
。
せ
め



て
狩
に
だ
け
で
も
、
か
り
そ
め
に
で
も
、
あ
な
た
は
来
て
く
だ
さ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
、
き
っ

と
来
て
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。 

 

問
三 

自
身
を
鶉
と
な
し
、
自
分
を
狩
り
に
来
る
相
手
と
し
て
で
も
よ
い
か
ら
ま
た
逢
い
た
い
と
い
う
、
切
実
な
思

い
を
吐
露
し
た
女
の
歌
に
、
男
は
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
か
ら
。 

 

Ⅱ 問
一 

高
浜
虚
子
の
小
説
は
、
正
岡
子
規
が
提
唱
し
た
写
生
文
を
出
発
と
す
る
も
の
で
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

を
中
心
に
発
表
さ
れ
た
。
始
め
は
客
観
的
な
観
察
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
語
り
手
の
主
観

を
押
し
出
す
も
の
に
変
容
し
、
自
然
主
義
の
小
説
と
の
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主
な
作
に

「
風
流
懺
法
」「
斑
鳩
物
語
」『
俳
諧
師
』
な
ど
。 

 

問
二 

「
あ
る
一
派
」
と
は
、
田
山
花
袋
を
中
心
と
す
る
自
然
主
義
を
指
す
。
自
然
主
義
の
文
学
理
念
に
お

い
て
は
、
物
質
的
現
実
に
抑
圧
さ
れ
た
小
市
民
の
生
活
、
そ
の
苦
悩
を
直
視
す
る
誠
実
さ
が
評
価
さ
れ
た
。

そ
こ
で
虚
子
の
「
余
裕
の
あ
る
」
小
説
は
遊
戯
的
な
も
の
と
し
て
、
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

 

問
三 

漱
石
の
作
品
中
、「
彽
徊
趣
味
」
の
理
念
を
説
き
、
ま
た
そ
れ
を
体
現
す
る
小
説
が
『
草
枕
』
で
あ

る
。
し
か
し
漱
石
は
そ
れ
を
必
ず
し
も
よ
し
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
証
す
る
の
が
続
い
て
書
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
『
二
百
十
日
』
や
『
野
分
』
で
、
そ
こ
に
は
文
明
批
判
的
な
側
面
が
色
濃
い
。 

 

問
四 

ペ
ス
ト
対
策
と
し
て
当
時
存
在
し
た
、
交
番
が
ね
ず
み
を
買
い
上
げ
る
制
度
。
こ
れ
は
落
語
「
藪
入

り
」
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

問
五 

小
説
家
と
し
て
長
編
『
俳
諧
師
』
や
『
朝
鮮
』
を
連
載
し
た
も
の
の
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
経
営
が

次
第
に
悪
化
し
た
た
め
こ
れ
を
俳
句
雑
誌
と
し
て
再
編
成
、
河
東
碧
梧
桐
の
新
傾
向
俳
句
に
抗
し
、
守
旧
派

を
宣
言
し
て
俳
壇
に
復
帰
し
た
。『
進
む
べ
き
俳
句
の
道
』
を
連
載
し
、
渡
辺
水
巴
、
村
上
鬼
城
ら
を
推
奨

す
る
と
と
も
に
、
客
観
写
生
を
強
調
し
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
隆
盛
を
導
い
た
。 

 

問
六 

イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
後
も
神
経
衰
弱
に
悩
ま
さ
れ
た
漱
石
に
、
気
晴
ら
し
と
し
て
山
会
の
た

め
に
、
写
生
文
の
執
筆
を
勧
め
た
の
が
虚
子
だ
っ
た
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
の
が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
、

こ
れ
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
連
載
さ
れ
、
漱
石
は
一
躍
作
家
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

三 



※
論
述
問
題
に
つ
き
解
答
省
略
。 

  

【
国
語
学
】 

問
題
一 

 

ア
（
四
つ
仮
名
） 

 

か
つ
て
音
韻
上
の
区
別
が
あ
っ
た
ジ
と
ヂ
、
ズ
と
ヅ
の
四
つ
の
音
節
、
お
よ
び
こ
れ
を
表
す
仮
名
を
四
つ

仮
名
と
呼
ぶ
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
ジ=

[ʒi]

、
ヂ=

[d
i]

、
ズ=

[zu
]

、
ヅ=

[d
u

]

、
と
音
声
的
に
明
確
な
区
別

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が[d

i>
d
ʒi]

、[d
u

>
d

zu
]

と
破
擦
音
に
変
化
し
た
の
ち
、
ジ
・
ズ
と
の
区
別
を
失
っ
た

と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ジ
と
ヂ
、
ズ
と
ヅ
の
統
合
は
、『
蜆
縮
涼
鼓
集
』
の
よ
う
な
仮
名
遣
い
書

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
一
部
の
地
域
を
除
き
、
近
世
に
は
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

イ
（
和
字
正
濫
鈔
） 

 

契
沖
に
よ
り
編
集
刊
行
さ
れ
た
仮
名
遣
い
書
。
元
禄
六
年
成
立
、
元
禄
八
年
刊
行
。
定
家
仮
名
遣
い
の
誤

り
を
正
す
意
図
で
著
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
・
ハ
・
ヤ
・
ワ
行
の
仮
名
遣
い
の
み
な
ら
ず
、
四
つ
仮
名
の
問
題

も
取
り
上
げ
る
。
平
安
初
期
以
前
、
上
代
の
各
種
文
献
か
ら
広
く
用
例
を
収
集
し
、
実
証
的
な
立
場
を
取
る

が
、
一
部
に
類
推
に
よ
る
説
明
を
含
む
点
、
問
題
も
残
る
。
な
お
、
江
戸
時
代
に
は
す
ぐ
に
普
及
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
な
ど
で
補
訂
さ
れ
て
次
第
に
勢
力
を
得
て
い
っ
た
。 

 

ウ
（
Ｐ
音
考
） 

 

上
田
万
年
が
『
帝
国
文
学
』（
一
八
九
八
年
）
に
発
表
し
た
ハ
行
子
音
は[p

]

に
遡
る
と
い
う
論
。
具
体
的

に
言
え
ば
、
ハ
行
に
お
け
る
清
音
と
濁
音
の
対
応
が
他
行
と
比
べ
、
唯
一
無
声
と
有
声
の
対
応
に
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
内
的
再
構
と
、「
摩
訶[m

ah
a]

」
が
「
マ
カ
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
古
代
に
お
い

て
は[h

]

音
が
存
在
し
な
か
っ
た
な
ど
の
、
梵
語
・
漢
語
な
ど
の
借
用
語
の
様
相
か
ら
こ
の
指
摘
を
行
っ
た
。 

 

エ
（
形
態
素
） 

 

構
造
主
義
言
語
学
に
お
け
る
有
意
味
の
最
小
言
語
形
式
。
発
話
を
意
味
に
応
じ
て
分
節
し
た
最
小
単
位

を
形
態
と
い
う
が
、
そ
の
形
態
と
同
じ
意
味
・
機
能
を
持
ち
な
が
ら
形
を
異
に
す
る
形
態
（
異
形
態
）
を
ま

と
め
て
、
形
態
素
と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
、
複
合
語
の
要
素
と
な
る
「
た
な
（
お
ろ
し
）」
「（
と
）
だ
な
」
の

「
タ
ナ
／
ダ
ナ
」
な
ど
は
、
同
一
形
態
素
の
異
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
の
場
合
、
自
立
語
の
う
ち
の

単
純
語
、
助
詞
・
助
動
詞
、
お
よ
び
単
語
と
は
認
め
ら
れ
な
い
接
頭
辞
・
接
尾
辞
は
、
す
べ
て
形
態
素
の
資

格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

オ
（
大
槻
文
彦
） 

 

明
治
時
代
の
国
語
学
者
。
蘭
学
者
大
槻
玄
沢
の
孫
。
幕
末
・
明
治
初
期
に
蘭
学
・
英
学
を
学
び
、
文
部
省



出
仕
後
、
国
語
辞
典
の
編
纂
を
命
じ
ら
れ
、『
日
本
辞
書 

言
海
』（
明
治
二
二
～
二
四
年
）
と
し
て
出
版
し

た
。
こ
の
辞
書
は
近
代
国
語
辞
書
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
普
通
語
」
の
辞
書
で
、
附
録
と
し
て

付
し
た
「
語
法
指
南
」
も
西
洋
文
典
の
体
裁
に
従
っ
た
文
法
書
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

  

問
題
二 

 

ア 

現
代
日
本
語
の
助
詞
「
は
」
が
格
助
詞
で
は
な
く
、
係
助
詞
（
ま
た
は
副
助
詞
）
で
あ
る
こ
と
を
、 

 

①
助
詞
「
は
」
の
主
題
用
法
に
お
け
る
統
語
的
特
性 

 

②
助
詞
「
は
」
の
対
比
用
法 

に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、「
Ａ
は
Ｂ
が
Ｃ
だ
」
の
よ
う
な
二
重
主
語
文
の
特
徴
に
も
触
れ
な
が
ら
そ

の
機
能
を
論
じ
る
。 

 

イ 

中
世
に
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
「
で
あ
る
」
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
近
代
日
本
語
に
つ
な
が
る
か

に
つ
い
て
、 

 

①
中
世
語
に
お
け
る
「
で
あ
る
」
の
状
況 

 

②
近
世
語
に
お
け
る
「
で
あ
る
」
の
用
い
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル 

 

③
幕
末
か
ら
明
治
期
に
お
け
る
「
で
あ
る
」
の
用
い
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
広
が
り 

に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
変
遷
が
分
か
る
よ
う
に
論
じ
る
。 

 

ウ 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
文
字
表
記
に
つ
い
て
、 

 

①
他
言
語
と
異
な
り
、
表
音
文
字
と
表
語
文
字
と
を
併
用
す
る
こ
と 

 

②
表
語
文
字
を
固
有
語
（
訓
）
と
借
用
語
（
音
）
の
両
者
に
対
応
さ
せ
る
こ
と 

 

③
品
詞
性
や
語
種
に
応
じ
て
、
表
音
文
字
と
表
語
文
字
と
を
交
用
す
る
こ
と 

の
３
点
か
ら
、
具
体
的
に
論
じ
る
。 

  

問
題
三 

※
論
述
問
題
に
つ
き
解
答
省
略
。 

  

【
漢
文
学
】 

問
題
一 

（
一
） 

古
人
の
事
跡
を
選
び
、
一
句
四
字
、
偶
数
句
末
で
押
韻
す
る
形
式
を
取
り
、
類
似
し
た
故
事
に
よ

っ
て
対
句
を
成
し
、
そ
の
内
容
は
根
拠
確
か
な
事
実
で
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
れ
を
名
付
け
て
『
蒙
求
』
と

言
い
、
本
文
は
約
三
千
字
あ
る
。 



 

（
二
） 

 

書
き
下
し
文 
注
下
転
た
相
敷
演
し
、
万
余
事
に
向
な
ん
と
す
。 

口
語
訳 

注
を
付
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
詳
し
く
敷
衍
し
、
記
載
さ
れ
た
史
実
は
一
万
余
り
に
及
ぼ
う
と
す
る

ほ
ど
。 

 

（
三
） 

 

書
き
下
し
文 

漢
朝
の
王
子
淵
、「
洞
簫
の
賦
」
を
製
し
、
漢
帝
其
の
文
を
美
と
し
、
宮
人
を
し
て
誦
習
せ

し
む
。
近
代
周
興
嗣
、『
千
字
文
』
を
撰
し
、
亦
た
天
下
に
頒
ち
行
は
る
。
豈
に
『
蒙
求
』
に
若
か
ん
や
。 

口
語
訳 

漢
の
時
代
の
王
子
淵
が
「
洞
簫
の
賦
」
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
漢
の
帝
は
こ
れ
を
褒
め
、
宮
女
に
読

み
習
わ
せ
た
。
そ
れ
よ
り
近
い
時
代
、
梁
の
周
興
嗣
が
『
千
字
文
』
を
撰
し
、
こ
れ
も
ま
た
天
下
に
広
く
行

わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
も
『
蒙
求
』
が
人
々
の
為
に
な
る
の
に
は
及
ば
な
い
。 

  

問
題
二 

※
論
述
問
題
に
つ
き
解
答
省
略
。 

 


